
女子ソフトボールのニトリＪＤリーグのビッ

クカメラ高崎、太陽誘電の強豪２チームが本拠

地を置き、「ソフトボールシティ」を掲げる高

崎市。その象徴が2019年に完成した宇津木スタ

ジアムだ。人工芝のソフトボール専用球場で、

女子日本代表で指揮を執った宇津木妙子さん、

宇津木麗華さんにちなんで命名された。

昨年６月には15歳以下の国際大会

Ｕ｜15国際女子ソフトボール大会ｉｎ

高崎 が初めて開催された 日本や米国 中国な

ど６カ国の代表選手が真剣勝負を繰り広げた

2028年のロサンゼルス五輪での競技復活が決

まったソフトボール。大会は将来のソフトボー

ル界を担う各国の育成年代の競技力向上や世界

的な普及につなげようと、競技振興に力を入れ

る同市が企画した。大会には五輪の出場常連国

だけでなく、競技人口の少ないタンザニアも参

加。初の国際窑台で結果は３戦全敗と振るわな

かったが、試合後に対戦相手と握手やハグを交

わすなど、ソフトボールを通じて広がった交流

の輪に観客からも温かい拍手が送られた。

市内中学校の女子ソフトボール部員がボラン

ティアとして運営を支えるなど、地元の子ども

たちにも大きな刺激を与えた。ロス五輪やその

先に向けて世界的な普及活動は重要で、第２回

大会開催への準備が進んでいる。

ＪＲ高崎駅近くに位置する高崎アリーナは

2017年のオープン以来、国際大会や全国規模

の大会が続々と開催されている。バスケット

ボールやバレーボールの公式コート４面を確

保できるメインアリーナは国内外で評価が高

く、「スポーツのまち 高崎」のシンボルと

なっている。

全日本選手権など大規模な大会が定期的に

開催されている体操・新体操は主要会場の一

つとして定着。パリ五輪で団体と個人合わせ

て３冠を達成した岡慎之助選手（徳洲会）ら

の活躍に沸いた体操は、今年５月に代表最終

選考会を兼ねたＮＨＫ杯を開催。パリの地か

ら日本中を熱狂させた選手たちが高崎で激し

い代表争いを演じた。

月には柔道の講道館杯全日本体重別選手

権が開催され、 月以降もフェンシング男子

フルーレの高円宮杯ワールドカップなど大規

模な大会がめじろ押しだ。

東京五輪の際はポーランド男子バレーボー

ルやイスラエル新体操の選手団が事前合宿地

として活用した。ロシアの軍事侵攻を受ける

ウクライナの新体操選手団も2022年から受け

入れ、来年１月からは４度目を予定している。

宇津⽊スタジアム
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日本人で初めてウィンブルドン選手権に出場

した高崎市出身の伝説のプレーヤーの名を冠し

た清水善造メモリアルテニスコートは2020年に

完成。国内最高峰の大会「東レ・パンパシフィ

ック・オープン」の会場である東京・有明コロ

シアムと同じ樹脂舗装のセミハードコート 面

を整備。東京五輪の際は、４大大会の全仏オー

プンで優勝経験のあるポーランド女子代表のイ

ガ・シフィオンテク選手が事前合宿地として利

用するなど、国際仕様の設備が整えられている。

昨年は国際テニス連盟が管轄する ワー

ルド・テニス・ツアーの一環として、女子の国

際大会「高崎国際オープン」が２週連続で初開

催された。賞金総額 万ドルは同ツアーの中で

も最高グレードで、同じ会場での２週連続開催

は世界初。世界ランキング上位を目指す国内外

の有望な若手選手が数多く参加し、注目を集め

た。県勢は高崎倉賀野中出身の清水綾乃選手

（ ）と前橋荒砥中出身の斎藤咲良

選手（富士薬品）が出場。清水選手は地元の熱

い声援を背にダブルスで準優勝を果たし、大会

を盛り上げた。

今年も 万㌦大会として、 ～ 日の１週で

開催。観戦無料で、ハイレベルなプレーを再び

間近で見られる機会となる。

スポーツの熱気 街の活力にスポーツの熱気 街の活力に

高崎市高崎市

トップアスリートの華麗なプレーに大

歓声が響くアリーナ。息をのむ試合展開

にくぎ付けになる球場｜。近年、高崎市

には国内有数のスポーツ施設が相次いで

誕生している。さまざまな競技の国際大

会や全国大会が開かれ、国内外のトップ

アスリートが集結。ハイレベルなプレー

を間近で見られる環境が整い、街中に活

気をもたらしている。市民が気軽にスポ

ーツを楽しめる施設も年々充実し、「ス

ポーツのまち」として進化を続けている。

スポーツ身近に

環境の充実図る

高崎市長 富岡賢治

「
高
崎
を
訪
れ
た
ら
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
こ
と
が
あ
る
街
に
し
た
い
」
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
環
境
整
備
に
力
を
入

れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
が
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅

近
く
の
高
崎
ア
リ
ー
ナ
と
高
崎
芸
術
劇

場
だ
。
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
の
拠

点
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
ら
に
本

物
に
触
れ
て
も
ら
う
場
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

高
崎
ア
リ
ー
ナ
は
多
く
の
競
技
の
国

際
大
会
や
全
国
規
模
の
大
会
は
も
ち
ろ

ん
、
今
年
６
月
に
初
開
催
さ
れ
た
大
型

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
「

で
も
利
用
さ
れ
た
。
今
で
は
主
催
者
が

会
場
を
選
定
す
る
際
に
横
浜
ア
リ
ー
ナ

と
比
較
対
象
に
な
る
ほ
ど
注
目
さ
れ
て

い
る
。

清
水
善
造
メ
モ
リ
ア
ル
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
は
昨
年
、女
子
の
国
際
ツ
ア
ー「
高

崎
国
際
オ
ー
プ
ン
」
を
初
め
て
開
催
し

た
。
観
戦
無
料
で
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手

の
プ
レ
ー
を
間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
来
場
し
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
今
年
も
多
く
の
地
元

企
業
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、

月

日

か
ら
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

宇
津
木
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、

歳
以

下
の
国
際
大
会
「
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ

Ｃ

Ｕ
Ｐ

Ｕ
｜

国
際
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
ｉ
ｎ
高
崎
」
を
昨
年
初
め
て
開

催
。
日
本
や
米
国
な
ど
６
カ
国
の
代
表

選
手
が
参
加
し
て
交
流
を
深
め
た
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
２
０
２
８
年
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
五
輪
で
の
競
技
復
活
が
決
定
。

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
シ
テ
ィ
」
と
し
て
、

世
界
で
の
裾
野
拡
大
を
目
的
に
２
回
目

の
開
催
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。こ

う
し
た
一
流
の
施
設
整
備
は
大
き

な
経
済
波
及
効
果
を
生
ん
で
お
り
、
試

算
で
は
年
間

億
円
以
上
に
上
る
。
交

通
や
宿
泊
、
飲
食
、
土
産
な
ど
多
方
面

に
大
き
な
プ
ラ
ス
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
実
際
に
大
規
模
な
大
会
開
催
時
は

高
崎
駅
周
辺
で
大
勢
の
人
が
行
き
交

い
、
以
前
と
は
街
が
変
わ
っ
た
よ
う
な

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ

が
高
崎
の
発
展
を
支
え
る
原
動
力
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
。市

長
就
任
以
来
、
市
民
が
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
施
設
整
備
に
も
力

を
注
い
で
き
た
。
現
在
は
阿
久
津
町
の

市
民
ゴ
ル
フ
場
跡
地
で
日
本
最
大
級
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
を
備
え
た
市
内
最
大
規
模
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
次
に
、
根
小
屋
地
区
の
烏
川
沿

い
に
も
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
造
成
を
計

画
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
完
成

す
れ
ば
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
は
全

国
の
中
核
市
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な

る
と
自
負
し
て
い
る
。

今
後
も
一
流
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
見

ら
れ
る
機
会
の
創
出
と
、
市
民
が
日
頃

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
整
備

の
両
輪
で
充
実
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
高
崎
の
魅
力
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
て
い
き
た
い
。
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